
徳
島
玉
翠
会

徳
島
玉
翠
会

　
　

二
〇
回
ま
で
の
歩
み

　
　

二
〇
回
ま
で
の
歩
み

徳
島
玉
翠
会

　
　

二
〇
回
ま
で
の
歩
み



≪特集≫ 徳島玉翠会の２０年史 

９ 

初代松浦健司会長 

平成５～１１年度 

Ｐ１０ 

 

 

 

 

３代渡邊 謙会長 

平成１３～１６年度 

Ｐ１１ 

徳島玉翠会総会 ２０年間の経緯 

 

回 開催日（平成） 会場 会長 特記事項 

１ ５．５．１５  

阿波観光ホテル 

 

 

 

初代 

松浦 健司 

（２６年卒） 

高松高校創立１００周年 

２ ６．５．２１ 当時の思い出を掲載（本誌Ｐ１４） 

３ ７．５．２０  

４ ８．１１．１０  

 

 

ﾎﾃﾙｸﾚﾒﾝﾄ徳島 

徳島玉翠会だより第１号発

行。総会を秋に移行。 

５ ９．１０．１９ 第２号発行。 

６ １０．１１．８ 第３号発行。 

７ １１．１１．１４ 第４号発行。 

 

８ 

 

１２．１１．１９ 

２代 

磯部 淳一 

（２９年卒） 

 

第５号発行。 

９ １３．１２．８ ｸﾞﾗﾝﾄﾞｴｸｼﾌﾞ鳴門 ３代 

渡邊 謙 

（３３年卒） 

当時の思い出を掲載（本誌Ｐ１５） 

１０ １４．１１．１７  

ﾎﾃﾙｸﾚﾒﾝﾄ徳島 

第６号発行。 

１１ １６．１１．６ １５年度は総会を行わなかっ

た。第７号発行。（１６．１・２０） 

１２ １８．１．７  

 

 

 

ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽ徳島 

４代 

太田 房雄 

（３６年卒） 

総会誌（会報第１号）発行。総

会を１月に移行。 

１３ １９．１．６ 会報第２号発行。 

１４ ２０．１．５ 会報第３号発行。 

１５ ２１．１．１０ 会報第４号発行。 

１６ ２２．１．３１  

５代 

長尾 哲見 

（４４年卒） 

会報第５号発行。 

１７ ２３．１．３０ 会報第６号発行。 

１８ ２４．１．２９ 会報第７号発行。 

   次年度に合同総会とする。 

臨時徳島玉翠会だより発行。 

（２４．１１・１７） 

19・20 合同 ２５．６．３０ ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽ徳島 ２０周年記念総会誌発行。総

会を６月に移行。 

 

歴代会長時代の各総会等の紹介 

                        

２代磯部淳一会長 

平成１２年度 

Ｐ１１ 

４代太田房雄会長 

平成１７～２０年度 

Ｐ１２ 

５代長尾哲見会長 

平成２１～２５年度 

Ｐ１３ 

 

 



１０ 

徳島玉翠会総会 第１回（平成５年度）～第７回（平成１１年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島玉翠会誕生！ 

（平成５年５月１５日） 

平成５年、香川県立高松高等学校の創立

百周年を迎え、一世紀の伝統を次の世紀

に引き継ぎ母校が益々発展することを

願って、創立百周年記念行事が２月に代

議員総会で可決された。左記はその趣意

書である。この後、徳島玉翠会は東京、

京阪神(のちの関西)、岡山玉翠会に続く

第四支部として産声をあげる。生みの親

は大正１２年卒の井口貞夫氏、母校創立

百周年結成大会に合わせたいと諸準備

にご尽力いただいたのは、阿部成夫（事

務局）、長尾哲見、水口裕之、森下聖史

四氏他である。初代松浦健司会長、岩井

武子・磯部淳一副会長で発会式を持つ。 

「徳島玉翠会だより」第 1号 

（平成８年９月発行） 

第４回総会（平成 8年 11月）より開催

が秋に移行する。本部９月発行の「玉翠

会報」には「金も力も暇もない面々が集

まっての共同謀議、せめて本部より先に

創刊号を会員に読んでいただきたい。」

と松浦会長が記している。この創刊号の

題字は磯部淳一副会長(のちの２代会

長)が書かれた。表紙には前年度第３回

総会集合写真が掲載されている。４頁中

１頁は会員名簿が記載され、過去総会出

席者に※印がついている号もある。出席

者増を願った策であろう。第５回総会は

高松から６名もの来賓を仰ぎ、２名の徳

大医学部生も出席に大喜びとある。平成

１０年４月明石海峡大橋が開通し、第６

回総会は関西玉翠会からも２名の来賓

が駆けつけてくださった。第７回は岡山

の総会と開催日が重なるが先生方が手

分けして高松高校から出席くださった。 

 



１１ 

徳島玉翠会総会 第８回（平成１２年度）～第１１回（平成１６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第８回徳島玉翠会総会 

（平成１２年１１月開催） 

３月、四国横断道路が、津田東から引田を

経て徳島県板野町まで開通し、高松から徳

島までが近くなった。松浦会長が勇退され、

２代磯部淳一会長に替わった第８回総会は

出席者が会員３７７名の１割程度で、家族

的な雰囲気に終始した。残念なことに磯部

氏は体調を崩され、この１期で退任し、３

代渡邊謙会長に引き継がれる。上記は磯部

氏の寄稿文(第２号掲載)である。平成１３

年訃報を知らされる。第９回総会より佐竹

勝利事務局長に替わり、この総会は鳴門で

開催された。(本誌Ｐ１５) 

徳島玉翠会１０周年を迎える 

（平成１４年１１月） 

母校創立１１０周年記念行事に参加した３

代渡邊会長の報告文(第７号)である。同期

生の集まる三々会でもご活躍の同氏は、同

窓会は「楽しいから行く」が目的そのもの

でありたいと雰囲気づくりに貢献されたが

参加数増は難題であり、第１１回総会まで

尽力される。平成１６年には岡山玉翠会に

参加した直原弘子氏がフラダンスやビンゴ

ゲームを楽しんだと第７号に報告する。 

 

 

 



１２ 

徳島玉翠会総会 第１２回（平成１７年度）～第１５回（平成２０年度） 

                                                                        

 

 

          

 

第１２回徳島玉翠会総会 

（平成１８年１月７日開催） 

平成１８年、本部では平成１０年から４期８年

にわたって玉翠会会長を務められた多田野久氏

に替り、大西大介新会長が就任された。徳島玉

翠会においてもほぼ全役員が交替し、４代太田

房雄新会長のもと総会開催となる。この前年の

春の２１世紀枠で甲子園大会に出場した母校野

球部の爽やかな試合や応援団、玉翠会ＯＢ達の

アルプススタンドでの母校愛に燃えた応援の様

子をＤＶＤで上映、最優秀応援賞の楯も披露さ

れた。役員は、入谷忠光、塩田洋、駒木典子、

南本睦代副会長の４人体制を組み、事務局長を

寺嶋吉保氏とした 40年、50年卒も含む事務局

になる。会員総数約４００名への郵送の経費削

減のため会誌は事務局で作成・印刷・製本を試

みた。この年６月、瀧由喜子氏と邉見、冨田修

平氏が編集、名簿作成に参画し、１７年度に初

めて黒字に転じた会計はその後会誌に広告賛助

依頼をすることで、郵送代、事務局での印刷費

等を賄うことができた。１か月に１度程度の会

議のコミュニケーション不足は電子メールの活

用で補い、活動性を高めた。 

徳島玉翠会ホームページの公開 

会長自ら立ち上げたＨＰの公開や各種支援部門

の活動については、左記第１４回総会(平成１９

年度)誌で詳細を記している。この年、第五支部

として東海玉翠会が設立し、第１５回総会には

ご来賓として大西玉翠会会長はじめ形見、常谷

副会長、樋口関西会長、太田岡山会長、高橋東

海事務局長、土居校長先生他大勢出席いただい

た。平成２１年３月で退任されるまで４代太田

会長は総会、特別講演の企画・開催、会誌の編

集・発行、ＨＰの構築、本部・支部との交流等

現在の新しい徳島玉翠会の発展に寄与された。

第１３～１５回特別講演の内容は次頁に記す。 
第 14回誌表紙 

 

第 15 回誌表紙 



１３ 

 

第１６回徳島玉翠会総会 

（平成２２年１月開催） 

平成２１年度より、長尾哲見氏が太田前会長か

ら引き継ぎ５代会長に就任する。中村芳正、牛

川務、香川典子、寺嶋吉保氏の四副会長と坂口

英則監事、岡澤恵美子氏他７名の幹事の総勢１

３名の役員でスタート。前会長からの総会誌も

引き継ぎ、第１６～１８回を発行した。毎回送

付くださる「会員だより」は人手不足の事務局              

 

徳島玉翠会総会 第１６回（平成２１年度）～第１９・２０回合同（平成２５年度） 

 

 

 

第１６回徳島玉翠会総会 

（平成２２年１月３１日） 

の励みになる。会誌印刷を外注することでこの問題を解決できたのは会員皆様か

らの年会費及び会誌の広告料等のご支援のお蔭はもとより、先代関係者による経

費削減のご努力の賜物である。ＨＰも第１６回総会時に新たに公開し、左記は第

１７回総会時に更新したトップページである。できるだけ早急に新ＨＰを作成す

る予定である。URL:http://wwwe.pikara.ne.jp/toku-gyokusui 

２０周年記念総会の開催を決定 

平成２４年度は臨時徳島玉翠会だよりを発行し、移行措置として平成２４年度総

会は開催せず、平成２５年度は６月に第１９・２０回合同総会として２０周年記

念総会を実施することを第１８回総会で決定、２０年誌を発行する。下記は平成

２３年度玉翠会報（第３２号）支部会だよりから抜粋したものである。 

 

 

特別講演６回の

内容は下記に掲

載する。なお２

０年史の参考資

料は編集後記の

中に記した。 

文責 邉見千香 

第１３～１８回総会の特別講演 

特別講演６回の内容は下記に掲載

する。なお２０年史の参考資料は

編集後記の中に記した。 

文責 邉見千 

http://wwwe.pikara.ne.jp/toku

